



方法　A 大学別科助産専攻の学生10名を対象とし，模擬患者（以下 SP とする）に対する助産学生の家族計画指導場
面の会話を IC レコーダーで録音し分析を行った．
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して，1990年以降の米国で“The Roter Method 





































































































































Personal 個人的コメント・社会的会話 ?Med 医学的な状態に関する開かれた質問
Laughs 笑い・冗談 ?Thera 治療方法に関する開かれた質問
Approve       相手の直接的な承認・誉め ?L/S 生活習慣に関する開かれた質問
Comp 相手以外の承認・誉め ?P/S 社会心理的なことに関する開かれた質問
Agree  同意・理解 ?Other その他の開かれた質問
BC あいづち
Remediation  謝罪・関係修復・気遣い 〔?〕Med 医学的な状態に関する閉じた質問
Empathy 共感 〔?〕Thera 治療方法に関する閉じた質問
Legit          正当性の承認 〔?〕L/S 生活習慣に関する閉じた質問
Legitimizes    自己開示 〔?〕P/S 社会心理的なことに関する閉じた質問
Concern   不安・心配 〔?〕Other その他の閉じた質問
Disapprove 相手の直接的な非同意・批判 Partner パートナーシップ
Crit 相手以外の非同意・批判 ?Opinion 意見の要請
?Permission 許可の要請
Gives-Med  医学的状態に関する情報提供 Check 理解の確認・明確化のための言い換え
Gives-Thera 治療方法や薬物に関する情報提供 ?Bid 繰り返しの要請
Gives-L/S 生活習慣に関する情報提供 ?Understand 相手の理解の確認
Gives-P/S 社会心理的なことに関する 情報提供 Orient 指示・方向づけ
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1 491 65 (75.6) 21 (24.4) 86
2 636 113 (75.8) 36 (24.2) 149
3 517 65 (73.9) 23 (26.1) 88
4 619 110 (81.4) 34 (18.6) 144
5 431 53 (85.5) 9 (14.5) 62
6 603 107 (77.5) 31 (22.5) 138
7 584 91 (70.6) 40 (29.4) 131
8 541 82 (72.6) 31 (27.4) 113
9 546 87 (69.6) 38 (30.4) 125
10 655 116 (76.8) 35 (23.2) 151
平均 562.3
SD 70.3































































信頼関係構築 11.1 (±6.2） 12.5 20.3 (±9.0) 68.1
否定的発話 0.1 (±0.3) 0.1 0
情報提供 38.3 (±13.4) 43.1 9.5 (±4.8) 31.9
助言・指示 10.7 (±4.0) 12.0 0
開かれた質問 3.6 (±2.4) 4.0 0
閉じた質問 4.2 (±1.3) 4.7 0
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